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西
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応
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施
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へ
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制
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よ
り
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間
事
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的
な
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ウ
ハ
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を
活
用
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た
市

民
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上
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史
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施
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線
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牟
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線
連
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事
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完
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予
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周
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修
市
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住
宅
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大
和
市
営
住
宅
に
お
け
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建
替
事
業
の
計

画
的
な
実
施

●
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、市
役
所
１
階

フ
ロ
ア
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

●
市
役
所
1
階
に
証
明
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発
行
コ
ー
ナ
ー
を
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置

●
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
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●
市
の
魅
力
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信
す
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ィ
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ロ
モ
ー

シ
ョ
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の
推
進

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
、
市

長
と
し
て
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
今
年
で
20
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
間
、
常
に
変
化
す
る
我

が
国
の
社
会
情
勢
と
本
市
の
地
域
課
題

を
的
確
に
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
債
残
高
を
就
任
当
時
か
ら
約
２
１
８

億
円
削
減
す
る
な
ど
、
長
期
的
な
視
野

で
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、「
現

在
」
と
「
将
来
」
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

対
し
て
、
責
任
あ
る
市
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
我
が
国
は
、「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
」
と
い
う
大
き
な
危
機
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。
既
に
約
80
％
の
市
町

村
で
人
口
の
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
32
年
度
以
降

は
人
口
減
少
が
進
む
と
試
算
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、「
２
０
６
０
年
時

の
人
口
10
万
人
維
持
」
と
「
人
口
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
」
を
目
標
に
掲
げ
、
人
口
減
少

問
題
の
克
服
に
向
け
た
地
方
創
生
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
保
育
園
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
高

齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、Ｊ
Ｒ
春

日
駅
前
駐
車
場
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
な
ど
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
責
任
の
あ
る
市
政

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
が
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
真
摯
に
誠
実
な
対
話
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
対
話
の
場
と
し
て
始
め
た
「
出
前

ト
ー
ク
」
は
、
昨
年
7
月
に
６
０
０
回

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
会
場
で
中
学
生
の
姿
を
目
に
す

る
機
会
も
増
え
て
き
て
お
り
、
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
を
「
よ
り
良
い
ま
ち

に
し
て
い
こ
う
」
と
す
る
若
者
の
姿
は
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
春
日
市
の
未
来
に

大
き
な
希
望
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
希
望
を
春
日
市
の
「
春
」

と
重
ね
て
、「
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
、

昨
年
12
月
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
と
協

働
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
「
春
」
を
一

緒
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力

を
更
に
引
き
出
し
、「
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
」、「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

みんなで春をつくろう
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問い合わせ先
経営企画課企画担当
☎（５８４）１１１１㈹
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　昭和47年の市政施行以来、着実な成長を
遂げてきた春日市。多くの人から「住みよさ」
について高い評価を受け続けています。
　変化の激しい時代に対応し、課題を解決し
ながら、住民の皆さんと共に暮らしが笑顔に
なるまちづくりに取り組んでいきます。

施 政 方 針

豊
か
な
市
民
生
活

1
安
心
な
健
康
福
祉

2
活
力
あ
ふ
れ
る
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

3

快
適
な
都
市
整
備

4

行
財
政
改
革
の
推
進

5

保育所の定員150人増員
待機児童対策

　保育所への入所を希望しながら入所することが
できない「待機児童」の解消が、課題となっていま
す。市は、平成27年度から230人の認可保育所の
定員拡大を行いました。4月には、私立保育所「春
日どろんこ保育園」が開園し、さらに定員を150人
拡大していますが、いまだ保育を必要とする子ども
の増加がこの対策を上回っている状況です。
 このため、老朽化している大和保育所について、
公私連携保育法人として指定をした法人と連携
し、園舎の建て替えを行い、平成32年度から定員
を増やす予定です。
 今後も、保育所の整備を進めるなど、待機児童を
解消し、子育てしやすい環境づくりを進めていき
ます。

介護予防ボランティア
ポイント制度の推進

　高齢者を「支える側」の人材発掘と継続的な活
動の支援を行うため、「介護予防ボランティアポイ
ント制度」を昨年10月から開始しました。
　介護予防に関する事業において、ボランティア
活動を行った40歳以上の市民に対し、ポイントを
付与し、ポイントに応じて市内公共施設（温水プー
ル、いきいきルームなど）の施設利用券と交換しま
す。
　既に500人以上の市民が、いきいきプラザや地
域のふれあい・いきいきサロンなどの介護予防の
取り組みで制度を活用しています。
 今後も、多くの人に高齢者を支える活動に加わっ
てもらう「きっかけづくり」として、効果の高い制度
となるよう工夫していきます。

主要施策ピックアップ

平
成
30
年
度

施
政
方
針
演
説

西鉄春日原駅連続立体交差
施政方針演説

昨年行われたラグビークリニック
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Ｒ
春

日
駅
前
駐
車
場
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
な
ど
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
責
任
の
あ
る
市
政

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
が
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
真
摯
に
誠
実
な
対
話
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
対
話
の
場
と
し
て
始
め
た
「
出
前

ト
ー
ク
」
は
、
昨
年
7
月
に
６
０
０
回

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
会
場
で
中
学
生
の
姿
を
目
に
す

る
機
会
も
増
え
て
き
て
お
り
、
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
を
「
よ
り
良
い
ま
ち

に
し
て
い
こ
う
」
と
す
る
若
者
の
姿
は
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
春
日
市
の
未
来
に

大
き
な
希
望
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
希
望
を
春
日
市
の
「
春
」

と
重
ね
て
、「
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
、

昨
年
12
月
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
と
協

働
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
「
春
」
を
一

緒
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力

を
更
に
引
き
出
し
、「
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
」、「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

みんなで春をつくろう

平成30年度

問い合わせ先
経営企画課企画担当
☎（５８４）１１１１㈹
F（５８４）１１４5

　昭和47年の市政施行以来、着実な成長を
遂げてきた春日市。多くの人から「住みよさ」
について高い評価を受け続けています。
　変化の激しい時代に対応し、課題を解決し
ながら、住民の皆さんと共に暮らしが笑顔に
なるまちづくりに取り組んでいきます。

施 政 方 針

豊
か
な
市
民
生
活

1
安
心
な
健
康
福
祉

2
活
力
あ
ふ
れ
る
教
育
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

3

快
適
な
都
市
整
備

4

行
財
政
改
革
の
推
進

5

保育所の定員150人増員
待機児童対策

　保育所への入所を希望しながら入所することが
できない「待機児童」の解消が、課題となっていま
す。市は、平成27年度から230人の認可保育所の
定員拡大を行いました。4月には、私立保育所「春
日どろんこ保育園」が開園し、さらに定員を150人
拡大していますが、いまだ保育を必要とする子ども
の増加がこの対策を上回っている状況です。
 このため、老朽化している大和保育所について、
公私連携保育法人として指定をした法人と連携
し、園舎の建て替えを行い、平成32年度から定員
を増やす予定です。
 今後も、保育所の整備を進めるなど、待機児童を
解消し、子育てしやすい環境づくりを進めていき
ます。

介護予防ボランティア
ポイント制度の推進

　高齢者を「支える側」の人材発掘と継続的な活
動の支援を行うため、「介護予防ボランティアポイ
ント制度」を昨年10月から開始しました。
　介護予防に関する事業において、ボランティア
活動を行った40歳以上の市民に対し、ポイントを
付与し、ポイントに応じて市内公共施設（温水プー
ル、いきいきルームなど）の施設利用券と交換しま
す。
　既に500人以上の市民が、いきいきプラザや地
域のふれあい・いきいきサロンなどの介護予防の
取り組みで制度を活用しています。
 今後も、多くの人に高齢者を支える活動に加わっ
てもらう「きっかけづくり」として、効果の高い制度
となるよう工夫していきます。

主要施策ピックアップ

平
成
30
年
度

施
政
方
針
演
説

西鉄春日原駅連続立体交差
施政方針演説

昨年行われたラグビークリニック
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市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
、
市

長
と
し
て
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
今
年
で
20
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
間
、
常
に
変
化
す
る
我

が
国
の
社
会
情
勢
と
本
市
の
地
域
課
題

を
的
確
に
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

市
債
残
高
を
就
任
当
時
か
ら
約
２
１
８

億
円
削
減
す
る
な
ど
、
長
期
的
な
視
野

で
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、「
現

在
」
と
「
将
来
」
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

対
し
て
、
責
任
あ
る
市
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
我
が
国
は
、「
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
」
と
い
う
大
き
な
危
機
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。
既
に
約
80
％
の
市
町

村
で
人
口
の
減
少
が
始
ま
っ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
32
年
度
以
降

は
人
口
減
少
が
進
む
と
試
算
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、「
２
０
６
０
年
時

の
人
口
10
万
人
維
持
」
と
「
人
口
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
」
を
目
標
に
掲
げ
、
人
口
減
少

問
題
の
克
服
に
向
け
た
地
方
創
生
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
保
育
園
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
高

齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、Ｊ
Ｒ
春

日
駅
前
駐
車
場
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
な
ど
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
責
任
の
あ
る
市
政

を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
が
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
ま
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
真
摯
に
誠
実
な
対
話
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
対
話
の
場
と
し
て
始
め
た
「
出
前

ト
ー
ク
」
は
、
昨
年
7
月
に
６
０
０
回

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
会
場
で
中
学
生
の
姿
を
目
に
す

る
機
会
も
増
え
て
き
て
お
り
、
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
を
「
よ
り
良
い
ま
ち

に
し
て
い
こ
う
」
と
す
る
若
者
の
姿
は
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
春
日
市
の
未
来
に

大
き
な
希
望
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
希
望
を
春
日
市
の
「
春
」

と
重
ね
て
、「
み
ん
な
で
春
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
、

昨
年
12
月
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
と
協

働
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
「
春
」
を
一

緒
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
の
魅
力

を
更
に
引
き
出
し
、「
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
」、「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

窓口サービス
利便性向上

　市民の利便性の向上のため、平成31年１月に、
利用頻度が高い窓口サービスの改善を行います。
　市役所１階に証明書発行専用窓口を設置しま
す。これにより、証明書発行のみを希望する人の待
ち時間短縮を図ります。
　また、住民票などの証明書のコンビニ交付を開
始します。マイナンバーカードを利用することで、早
朝から深夜まで、コンビニエンスストアで証明書を
受け取ることができるようになります。
　併せて、市役所１階フロアのレイアウトを変更し、
来庁者にとって分かりやすい案内表示や、より個人
情報に配慮した、仕切りのあるローカウンターを設
置するなど、安心で快適な窓口サービスに取り組
んでいきます。

シティプロモーションの
推進

　春日市は、「住みやすい」、「教育環境が良い」、
「福祉が充実している」、「文化財が豊富」などさま
ざまな高い評価を受けています。
　そんな「かすがの魅力」に光を当てて、プロモー
ションすることで、市民の皆さんに市のことをもっと
好きになってもらいたいと考えています。
　春日市の「春」は新しいことが始まる季節。期待
でワクワクするような市になるため、今年度もシ
ティプロモーションを通し、市民の皆さんと一緒に、
暮らしが笑顔になる「春」をどんどんつくっていきた
いと思います。
　「みんなで春をつくろう」
　これが春日市の、私たちのブランドイメージで
す。

全小中学校
エアコン設置

 夏の猛暑やＰＭ2.5など、さまざまな環境の変化が
児童生徒の学習環境に影響を与えています。ま
た、一部の地域では航空機騒音も問題となって
います。
 児童生徒が安全で安心な学校生活を送り、落ち
着いて学習できる環境を整備するため、市内全小
中学校の普通教室へ空調設備（エアコン）を設置
する計画を進めています。平成29年度は、中学校
４校にエアコンを設置しました。
　今年度は、未設置の小中学校11校で工事を実
施し、市内全小中学校の普通教室にエアコンを設
置します。また、春日野中学校は、航空機騒音対策
としての防音工事も実施します。

「まなびや春日」
全小学校に拡大

　学習につまずきが見られる小学生を対象に、
学習習慣と基礎学力の定着を目的として、個別指
導により復習を中心とした補充学習を行う「まなび
や春日」を実施しています。
　これまでは、学校を限定し土曜日に実施してきま
したが、今年度は、実施校を全小学校に拡大し、平
日の放課後に実施します。
 さらに、新たに６人の教育相談員を小学校に配置
することで、「まなびや春日」の実施体制の強化を
図り、これまで以上に児童一人一人の課題に向き
合います。
 教育環境を充実し、児童間の学力の二極化の
解消を図り、小学生全体の学力向上を目指しま
す。

主要施策ピックアップ

※

施
政
方
針
演
説
の
全
文
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
2
階
）や
市
民
図
書
館
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
ん
し
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　市役所１階に証明書発行専用窓口を設置しま
す。これにより、証明書発行のみを希望する人の待
ち時間短縮を図ります。
　また、住民票などの証明書のコンビニ交付を開
始します。マイナンバーカードを利用することで、早
朝から深夜まで、コンビニエンスストアで証明書を
受け取ることができるようになります。
　併せて、市役所１階フロアのレイアウトを変更し、
来庁者にとって分かりやすい案内表示や、より個人
情報に配慮した、仕切りのあるローカウンターを設
置するなど、安心で快適な窓口サービスに取り組
んでいきます。

シティプロモーションの
推進

　春日市は、「住みやすい」、「教育環境が良い」、
「福祉が充実している」、「文化財が豊富」などさま
ざまな高い評価を受けています。
　そんな「かすがの魅力」に光を当てて、プロモー
ションすることで、市民の皆さんに市のことをもっと
好きになってもらいたいと考えています。
　春日市の「春」は新しいことが始まる季節。期待
でワクワクするような市になるため、今年度もシ
ティプロモーションを通し、市民の皆さんと一緒に、
暮らしが笑顔になる「春」をどんどんつくっていきた
いと思います。
　「みんなで春をつくろう」
　これが春日市の、私たちのブランドイメージで
す。

全小中学校
エアコン設置

 夏の猛暑やＰＭ2.5など、さまざまな環境の変化が
児童生徒の学習環境に影響を与えています。ま
た、一部の地域では航空機騒音も問題となって
います。
 児童生徒が安全で安心な学校生活を送り、落ち
着いて学習できる環境を整備するため、市内全小
中学校の普通教室へ空調設備（エアコン）を設置
する計画を進めています。平成29年度は、中学校
４校にエアコンを設置しました。
　今年度は、未設置の小中学校11校で工事を実
施し、市内全小中学校の普通教室にエアコンを設
置します。また、春日野中学校は、航空機騒音対策
としての防音工事も実施します。

「まなびや春日」
全小学校に拡大

　学習につまずきが見られる小学生を対象に、
学習習慣と基礎学力の定着を目的として、個別指
導により復習を中心とした補充学習を行う「まなび
や春日」を実施しています。
　これまでは、学校を限定し土曜日に実施してきま
したが、今年度は、実施校を全小学校に拡大し、平
日の放課後に実施します。
 さらに、新たに６人の教育相談員を小学校に配置
することで、「まなびや春日」の実施体制の強化を
図り、これまで以上に児童一人一人の課題に向き
合います。
 教育環境を充実し、児童間の学力の二極化の
解消を図り、小学生全体の学力向上を目指しま
す。

主要施策ピックアップ

※

施
政
方
針
演
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の
全
文
は
、
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報
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開
コ
ー
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ー（
市
役
所
2
階
）や
市
民
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書
館
、市
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ブ
サ
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ト
で
見
る
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が
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き
ま
す
。
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平成30年度の春日市の当初予算をお知らせします。
財政課財政担当　☎︎（584）1111㈹　F （584）1145

●一般会計予算　328億6,753万円（前年度比+3.3％）

●特別会計予算　211億9,579万円（前年度比▲11.9％）
　各事業の主な増減の理由は、次のとおりです。

●国民健康保険事業（前年度比▲24.4％）：国民健康保険事業の広域化に伴う市の財政規模の縮小
●後期高齢者医療事業（前年度比+1.1％）：被保険者数の増に伴う医療費の伸び
●介護保険事業（前年度比+2.3％）：被保険者数の増に伴う給付費の伸び
●下水道事業（前年度比+1.5％）：雨水幹線改良工事費などの増

　本年度も、市民満足度の向上を図るため、限られた予算を適正かつ有効に活用します。
※市民1人当たりの予算額を算出するための人口は、平成30年2月末（113,081人）を用いています。
　また、残高は全て平成30年度末見込みのものです。

※特別会計合計、全会計合計では、下水道事業会計の支出額を計上しています。

会計区分
予算額 対前年度比

平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

一般会計 328億6,753万円 318億1,229万円 10億5,524万円 3.3%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 95億6,267万円 126億4,269万円 ▲30億8,002万円 ▲24.4%

後期高齢者医療事業特別会計 13億5,760万円 13億4,263万円 1,497万円 1.1%

介護保険事業特別会計 68億1,209万円 66億5,788万円 1億5,421万円 2.3%

下 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

収入　28億7,668万円 　収入　28億　755万円 6,913万円 2.5%

支出　34億6,343万円 支出　34億1,189万円 5,154万円 1.5%

特 別 会 計 合 計 211億9,579万円 240億5,509万円 ▲28億5,930万円 ▲11.9%

全 会 計 合 計 540億6,332万円 558億6,738万円 ▲18億　406万円 ▲  3.2%

■平成30年度当初予算 （▲：マイナス）

平成３０年度春日市当初予算
～社会保障の充実と公共施設老朽化対策に取り組む堅実予算～

　自主財源の要である市税は、個人市民税の減額に対して、土地の評価額の上昇に伴う固定資産税の
増額を見込んでいます。
　実質的な地方交付税（地方交付税および臨時財政対策債の合計）については、国の計画を加味した上で、微減
を見込んでいます。

歳入

　経常的な歳出予算の縮減を図りましたが、退職者数の増に伴う職員退職手当の増、基幹系情報システ
ム更新事業を始めとした物件費の増並びに若草市営住宅および欽修市営住宅建替事業や春日野中学校普通教室
空調設備整備事業などの建設事業の増などにより、前年度比で増額となりました。

歳出

予算総額　540億6,332万円（前年度比▲3.2％）
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　自主財源の柱である市税が７年ぶりの減収となり、実質的な地方交付税も減収となる見込みです。なお、建設事業
に伴う市債は増収の見込みです。

増減した主な財源（増減額）
繰越金（+4億円）、地方消費税交付金（+2億3,314万円）、国庫支出金（+1億9,305万円）
市債（+1億6,910万円）、県支出金（+1億4,379万円）、諸収入（▲1億1,375万円）

0 50 100 150 200 250 300 350
億円

平成
29年度

平成
30年度

依存財源自主財源

市税
127億7,401万円　38.9％

市税
128億3,728万円　40.4％

国県支出金
85億1,839万円　26.8％

国県支出金
88億5,523万円　27.0％

地方交付税
39億4,212万円
12.0％

諸収入
6億3,312万円
1.9％

地方譲与税など
23億1,198万円

7.0％

使用料・分担金など
25億3,367万円
7.7％

市債
18億1,740万円
5.5％

地方交付税
39億7,927万円
12.5％

諸収入
7億4,687万円
2.3％

地方譲与税など
19億9,855万円

6.3％

使用料・分担金など
20億8,363万円
6.5％

市債
16億4,830万円
5.2％

義務的経費
投資的
経費 その他の経費

0 50 100 150 200 250 300 350
億円

平成
29年度

平成
30年度

その他
33億7,967万円
10.3％

公債費
27億7,909万円
8.7％

普通建設事業費など
29億7,256万円
9.4％

扶助費
99億7,273万円　30.3％

人件費
39億1,264万円
11.9％

補助費等
38億2,455万円
11.6％

物件費
50億5,227万円
15.4％

扶助費
99億6,899万円　31.3％

人件費
37億8,237万円
11.9％

補助費等
38億5,768万円
12.1％

物件費
49億8,847万円
15.7％

公債費
28億2,209万円
8.6％

普通建設事業費など
39億358万円
11.9％

その他
34億6,313万円
10.9％

　義務的経費は、人件費、扶助費および公債費全ての経費について増となりました。扶助費は、臨時福祉給付金給
付事業費が皆減となった影響を除くと、依然として膨らみ続けています。
　投資的経費は、若草市営住宅建替事業費、欽修市営住宅建替事業費、春日野中学校普通教室空調設備整備事業費、
窓口レイアウト改修事業費、新南部工場関連周辺環境整備事業費および西鉄天神大牟田線連続立体交差事業費など
の増により9億3,103万円の増となりました。

◆性質別

※使用料・分担金などは、分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金の合計です。
※地方譲与税などは、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動

車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。

　※その他は、維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、繰出金、予備費の合計です。

一般会計　歳入

一般会計　歳出
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支出区分 目的 予算額 市民1人当たりの
予算額構成比

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉のために 151億6,630万円 46.1% 13万4,119円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 40億4,396万円 12.3% 3万5,762円

総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 34億9,415万円 10.6% 3万　900円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 33億3,965万円 10.2% 2万9,533円

公債費 借入金の返済のために 28億2,210万円 8.6% 2万4,956円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 22億3,074万円 6.8% 1万9,727円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 9億7,514万円 3.0% 8,623円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億5,816万円 1.1% 3,167円

議会費 議会の運営などのために 2億7,010万円 0.8% 2,389円

農林水産業費 農業振興などのために 5,591万円 0.2% 494円

労働費 雇用拡大や失業対策などのために 3,122万円 0.1% 276円

その他 その他の支出や、緊急を要するときのために 8,010万円 0.2% 708円

合計 328億6,753万円 100.0% 29万　655円

◆目的別

◆一部事務組合・企業団への負担の状況

平成30年度に実施する主な事業（全会計）
▶引き続き進めるもの　若草市営住宅建替事業（5億2,593万円）、障害児通所給付事業（4億6,988万円）、欽修市営住宅
建替事業（3億9,822万円）、こども医療事業（3億9,495万円）、西鉄春日原駅周辺整備事業（3億7,272万円）、中学校普通
教室空調設備整備事業（2億9,717万円）、西鉄天神大牟田線連続立体交差事業（2億7,480万円）、総合スポーツセンター
等管理事業＜指定管理＞（1億5,500万円）、地区公民館等大規模改修事業（1億5,006万円）、那珂川宇美線整備事業（1億
2,167万円）、コミュニティバス事業（1億888万円）

▶新たに取り組むもの　ふれあい文化センター管理事業＜指定管理＞（1億8,495万円）、公私連携型保育所大和保育
所費（1億7,186万円）、私立春日どろんこ保育園費（1億6,651万円）、市民図書館管理事業＜指定管理＞（1億1,484万
円）、基幹系情報システム更新事業（1億724万円）、窓口レイアウト改修事業（5,989万円）、福祉ぱれっと館外壁改修事業

（4,265万円）、証明書コンビニエンスストア交付事業（3,698万円）、証明書発行専用窓口事業（1,338万円）

　本市が加入する一部事務組合への負担金と春日那珂川水道企業団への出資金などの状況は、下表のとおりです。
東隈浄水場（那珂川町）施設改良整備事業費の減に伴う春日那珂川水道企業団への出資金の減などにより、全体とし
て2,290万円の減になりました。

区分 共同処理する事務 予算額 市民1人当たりの
予算額

春日大野城衛生施設組合 不燃ごみの処理 2億   543万円 1,817円

春日・大野城・那珂川消防組合 消防・救急業務 9億1,243万円 8,069円

春日那珂川水道企業団 水道用水の供給 3,131万円 277円

筑慈苑施設組合 火葬場の運営 5,249万円 464円

福岡県自治振興組合 職員研修および公文書の保存など 139万円 12円
福岡県市町村消防団員等公務災害
補償組合 消防団員の公務災害補償事務 77万円 7円

筑紫自治振興組合 筑紫地区地域活動支援センターの管理運営など 878万円 78円

福岡都市圏南部環境事業組合 可燃ごみの処理 1億8,041万円 1,595円

福岡県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療制度事務の一部 8億9,352万円 7,902円

合計 22億8,653万円 2万　221円
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基金の見込み残高　　103億7,470万円

市民１人当たりの残高　　　9万1,746円

　基金とは、家計に例えると預貯金に当たるものです。
　基金には、あらかじめ使い道を決めて積み立てるもの

（連続立体交差事業等整備基金など）と、大幅な減収や
災害など予期しない支出に備えて積み立てるもの（財
政調整基金）があります。
　平成30年度は、連続立体交差事業などの実施のた
め一部を取り崩すものの、老朽化した公共施設の整備
などに備えて3億5,000万円の積立をすることなどによ
り、基金残高は増加する予定です。

億円

年度

基金全体
うち財政調整基金

50 49 53
61

71 73 75

89
100 104

11

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

12 14 14 16 18 22 27 25 25
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20

120

40

60

80

100

市債の見込み残高　　278億7,797万円

市民１人当たりの残高　　24万6,531円

　市債とは、家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくる際、その費用を一括して支払えない場合に市債を発行し資金を借り入れることがありますが、これ
には、借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将来利用する市民との費用負担を公平にする効果もあります。
　春日市では、総合スポーツセンター施設整備事業などの公共施設建設費の支払いに伴い、平成26年度および平成27年
度は新規の借り入れが増加し、年度末残高も増に転じましたが、その他は新規の借り入れをできる限り抑制しているため、
平成30年度末の残高は減となる見込みです。一方で、国の地方交付税の財源不足を補うための市債（臨時財政対策債）の
残高は増加しており、市債残高全体に占める割合は、依然として50％を超える見通しです。

億円
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296.4 293.7 286.7 278.8

406.9
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158.7 162.2 162.3 164.3

臨時財政対策債
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それ以外の市債

■基金残高の推移（決算ベース）

■新規借入額の推移（決算ベース）　 ■市債残高の推移（決算ベース）

※平成29・30年度は見込み額

※平成29・30年度は見込み額※平成29・30年度は見込み額

一般会計　基金（市の預貯金）の状況

一般会計　市債（市のローン）の状況
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て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　自
治
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、市
は
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　生
活
様
式
の
変
化
や
価
値
観
の
多
様
化
、転
出

入
の
激
し
さ
な
ど
か
ら
、自
治
会
活
動
に
無
関
心

な
人
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。未

加
入
者
が
増
え
る
と
、自
治
組
織
と
し
て
の
機
能

が
失
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、ま
ち
の
治
安
や
美

観
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。よ

り
よ
い
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
も
地
域

に
住
む
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
助
け
合
い
が
必
要

で
す
。

　
　

　少
子
高
齢
社
会
が
進
む
中
、個
人
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。今
後
は
、地
域
の
人
た
ち
が
結
束
し
て
、見

守
り
活
動
を
行
っ
た
り
、子
育
て
に
協
力
し
た
り

し
な
が
ら
、住
民
同
士
が
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、積
極
的
に
地

域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
身
の
健
康

維
持
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
　

　皆
さ
ん
の
地
域
を
、皆
さ
ん
の
手
で
住
み
良
く

す
る
自
治
会
の
活
動
や
役
割
を
知
り
、あ
な
た

も
、こ
の
輪
に
加
わ
り
ま
せ
ん
か
。

　自
治
会
へ
の
加
入
は
、住
ん
で
い
る
地
区
の
公

民
館
へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会
っ
て
何
？

自
治
会
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
？

少
子
高
齢
社
会
の
切
り
札

自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

問い合わせ先　地域づくり課協働推進担当

☎（５８４）１１１１㈹   F（５８４）１153

　「遠くの親戚より近くの他人」ということわざのとおり、災害などのもしもの時には、
地域の力が頼りになるもの。引っ越してきたばかりで近所には頼れる人がいないと言う
あなた。市には、35地区にそれぞれ自治会があり、さまざまな活動をしています。まず
は、のぞいてみませんか？ 

自治会活動のすすめ

自治会活動を紹介します。

自治会って楽しくて、暖かい　夏祭りや運動会、文化祭などを通して、住民
同士の交流を広げ、絆づくりを育んでいます。
　また、自治会だよりや回覧板を通して、生活
に必要な情報や地域の情報を届けています。

ふれあいのまちづくりふれあいのまちづくり
　高齢者の見守り活動を行ったり、高齢者や未
就学児と保護者のためのサロンを開催したりし
て交流の場を作り、地域に住む人たちが互いに
必要なときに助け合い、協力し合っています。

みんなに優しいまちづくりみんなに優しいまちづくり

　町内美化や資源回収を通して、暮らしやすい
きれいなまちをつくっています。
　春と秋にあるクリーン作戦では、市内全域で
一斉に町内美化に取り組みます。

きれいなまちづくりきれいなまちづくり

本号から、毎月15日号の裏表紙に自治会の活動などを紹介する連載が始まります。
皆さんが集まって交流を深める行事や誰もが住みよい地域をつくる取り組みなど

自治会のさまざまな活動を紹介します。

　防犯パトロールや登下校の見守りなどの活
動をしたり、地域の自主防災組織で、防災訓練
を行ったりしています。
　また、暗い夜道を照らして犯罪などを予防し、
安全で安心な暮らしを確保するために、防犯灯
の設置・維持管理をしています。

安全安心のまちづくり安全安心のまちづくり

　自治会では、夏祭り、年
末の餅つきなど、たくさん
の楽しい行事をしています。
特に夏祭りは、出店などが
あり、多くの老若男女でに
ぎわいます。
　また、クリーン作戦、登
下校の見守りなど、皆さん
が安全安心に生活できるよ
うな活動もしています。
　まずは、気軽に公民館に
顔を出しませんか？

惣利地区自治会長
ひぐち　 さかえ
樋口　榮さん
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　「遠くの親戚より近くの他人」ということわざのとおり、災害などのもしもの時には、
地域の力が頼りになるもの。引っ越してきたばかりで近所には頼れる人がいないと言う
あなた。市には、35地区にそれぞれ自治会があり、さまざまな活動をしています。まず
は、のぞいてみませんか？ 

自治会活動のすすめ

自治会活動を紹介します。

自治会って楽しくて、暖かい　夏祭りや運動会、文化祭などを通して、住民
同士の交流を広げ、絆づくりを育んでいます。
　また、自治会だよりや回覧板を通して、生活
に必要な情報や地域の情報を届けています。

ふれあいのまちづくりふれあいのまちづくり
　高齢者の見守り活動を行ったり、高齢者や未
就学児と保護者のためのサロンを開催したりし
て交流の場を作り、地域に住む人たちが互いに
必要なときに助け合い、協力し合っています。

みんなに優しいまちづくりみんなに優しいまちづくり

　町内美化や資源回収を通して、暮らしやすい
きれいなまちをつくっています。
　春と秋にあるクリーン作戦では、市内全域で
一斉に町内美化に取り組みます。

きれいなまちづくりきれいなまちづくり

本号から、毎月15日号の裏表紙に自治会の活動などを紹介する連載が始まります。
皆さんが集まって交流を深める行事や誰もが住みよい地域をつくる取り組みなど

自治会のさまざまな活動を紹介します。

　防犯パトロールや登下校の見守りなどの活
動をしたり、地域の自主防災組織で、防災訓練
を行ったりしています。
　また、暗い夜道を照らして犯罪などを予防し、
安全で安心な暮らしを確保するために、防犯灯
の設置・維持管理をしています。

安全安心のまちづくり安全安心のまちづくり

　自治会では、夏祭り、年
末の餅つきなど、たくさん
の楽しい行事をしています。
特に夏祭りは、出店などが
あり、多くの老若男女でに
ぎわいます。
　また、クリーン作戦、登
下校の見守りなど、皆さん
が安全安心に生活できるよ
うな活動もしています。
　まずは、気軽に公民館に
顔を出しませんか？

惣利地区自治会長
ひぐち　 さかえ
樋口　榮さん
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平成30年度 職員出前講座

申込・問い合わせ先　地域づくり課協働推進担当

☎（５８４）１１１１㈹   F（５８４）１153
　職員出前講座「あすか市民塾」は、市が用意した講座メニューから、市民の皆さんの希望に応じて、
職員が市政の説明や専門的な内容、情報などを届けることにより、協働のまちづくりを推進する制度です。

・これからの春日のまちづくりについて
・地方創生（春日市人口ビジョン、総合戦

略の概要）
・将来を見据えた春日市の高齢者施策
（第７期事業計画）について
・春日市広報広聴戦略について
・「対話」による市政運営（出前トーク・か

すが市民懇話会）
・公共施設の未来
・春日の家計を知ろう！
・地方自治のしくみ
・条例について

・春日市の都市計画
・白水大池公園いまむかし
・都市計画道路の役割
・下水道あなたとまちをむすぶみち
・連続立体交差事業及び春日原駅周辺整

備事業について

・地球温暖化の話
・犬の適正飼養
・ねこをめぐる問題～その背景と地域ね

こ活動～
・ごみ減量大作戦！！
・これで家庭ごみを減量！ごみ出し分別

講座
・ダンボールコンポストを使った生ごみ減

量方法

・国民健康保険制度について
・後期高齢者医療制度

・障がい者支援について
・成年後見制度について（障がい者向け）
・知っとこう！高齢者が使える福祉サービス
・知っとこう！高齢者のための施設
・なるほど！介護保険
・認知症サポーター養成講座
・成年後見制度ってなに？（高齢者向け）
・生活保護制度について
・あなたのまちの民生委員・児童委員 （◎）
・生活習慣病の予防 （◎）
・健康的な食生活について （◎）
・乳幼児期の健康 （◎）
・子育てについて
・児童虐待をなくすために
・乳幼児の食育について
・乳幼児の遊びについて
・タッチケアと愛着形成について
・親子のふれあい遊び
・春日市の子育て支援制度・サービスに

ついて
・ニュースポーツの出前講座

・市議会のしくみ（議会棟において）
・選挙制度のあらまし

・戸籍のしくみ
・身近な税のおはなし
・分かれば防げる！防犯講座
・悪質商法の被害にあわないために
・消費者トラブル回避術
・賢い消費者になろう！（クレジットカー

ド編）（洗濯表示編）（通信販売編）
・学ぼう、交通安全
・防ごう、高齢者交通事故
・災害に備える！防災講座

・やさしい広報紙づくり１ （文章の書き
方・用字用語の使い方）

・やさしい広報紙づくり２ （企画・取材の
ノウハウ）

・やさしい広報紙づくり３（編集とレイア
ウト）

・誰もが使いやすいウェブサイト
・よくわかる情報公開講座
・これからの地域コミュニティ
・男女共同参画のまちづくり～男（ひと）

と女（ひと）誰もが主役～
・身近な人権問題

・発掘調査が語る春日市の歴史
・石造物が語る春日の歴史
・春日に奴国の王都があった～発掘調査

でわかった弥生時代のムラ～
・日拝塚古墳が語る春日市の古墳時代
・大宰府を守る水城～市内に残る水城跡
・ウトグチ瓦窯跡が語る幻の古代寺院
・春日市の民俗と祭り
・地名が語る春日市の歴史と文化
・私たちの住む地区（須玖、小倉、下白水、

上白水、春日）の文化財

・コミュニティ・スクールとは？
・特別支援教育とは
・春日市における学校教育の現状
・春日市の不登校対策

費用は

無料

市内に居住、または勤務する人で構成する
10人以上の市民グループ
午前10時～午後９時のうち90分以内
※業務の都合などで、希望日時に派遣できない場合もあります。

市内
※会場の手配や準備は、全て主催者側が行ってください。

希望日の１週間前（◎は１カ月前）までに、
申込書を提出する。
※申込書は地域づくり課、市ウェブサイトから入手できます。

対　象

利用可能時間

利用場所

申込方法

平成３０年度「あすか市民塾」講座一覧 【講座内容（平成30年4月1日現在）】

行財政・計画

街の整備

議会・選挙

市民活動・人権・男女共同参画

文化・生涯学習

教育・学校

安全な暮らし

環境・ごみ

健康・福祉・子育て・スポーツ
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市総合情報メールで大気汚染物質を情報提供
微小粒子状物質（PM2.5）・光化学オキシダント

　市は微小粒子状物質（PM2.5）および光化学オキ
シダントの大気中濃度が高くなると予測される場合、
市総合情報メール登録者全員に緊急情報として、情
報提供を行っています。

○市総合情報メールの登録方法　
　　ksg-c@ansin-anzen.jpに空メー

ルを送信するか、右のＱＲコードを
読むと、メール送信画面が表示され
るので、そのまま送信する（本文の
記入不要）

○大気汚染物質（PM2.5、光化学オキシダントなど）濃

度が高い場合の対応
　▷不要不急の外出を控える
　▷屋外での長時間の運動は避ける
　▷換気や窓の開閉は必要最小限にする
　▷洗濯物は室内に干す
　▷マスクを着用する
　▷呼吸器や循環器に持病がある人、子どもや高齢者

はより慎重な行動をとる
　なお、PM2.5 および光化学オキシダントなどの大
気汚染物質の測定結果については、県のウェブサイ
ト「福岡県の大気環境状況」で確認することができ
ます。
▷ＰＣ用アドレス
　http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/taiki-new/

Jiho/OyWbJiho01.htm
▷ 携帯電話用アドレス
　http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/taiki-new/

Mjiho/OyWbJihMMenu.htm

申請・問い合わせ先  地域づくり課協働推進担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

申請受け付けを開始します
平成30年度市民活動活性化事業補助金

　市は、市民公益活動の事業経費の一部を補助し、
身近なまちづくり活動を支援します。
　市民公益活動とは、複数の市民が自主的かつ自発
的に行う、公益の増進に寄与する活動のことです。

対象団体　次の全ての条件を満たす団体
▷市内に活動拠点がある
▷１年以上活動実績がある
▷団体構成員が５人以上（うち半数以上が市内に居住ま

たは通勤・通学している）
▷活動が団体構成員以外にも開かれている
対象事業　地域福祉、健康増進、体力増進、子育て、

防犯、防災、生涯学習、文化振興、消費者啓発、
国際交流、男女共同参画、自治会支援、その他地
域社会に貢献する内容（環境の保全および美化を除

く）に関する事業
※年度内に、他の団体などから補助金などの財政的な

支援を受ける事業は対象となりません。また、過去
に「春日市市民公益活動事業補助金」を受けた事業と
同一内容の事業も対象外です。

対象期間　交付決定を受けた日〜平成31年２月28日
㈭

補助金額（上限額20万円）
▷補助金交付対象経費の合計額が５万円以下の場合：

全額
▷補助金交付対象経費の合計額が５万円を超える場合：

５万円を超える額の２分の１に５万円を加えた額
※補助対象とならない経費もあります。詳しくは、問

い合わせてください。
申請方法　４月16日㈪〜12月28日㈮に、必要書類を

提出する
※必要書類は、地域づくり課か市ウェブサイトで入手で

きます。

問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

総合情報メールに関するもの  秘書広報課広報広聴担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1145
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　男女共同参画の推進に関する市の施策や、人権
侵害についての苦情や救済の申し出を受け付けて
います。
　受け付けた苦情は、申出人や関係者（相手方）から
話を聞き、男女共同参画推進の視点から公平・公正
に検討し、必要な場合は相手方に改善を求め、申出
人にも報告します。プライバシーは守られます。
苦情などの申出方法
　苦情等申出書を提出する（代理人が提出する場
合は委任状が必要）
※苦情等申出書は、市男女共同参画センター窓口、

市ウェブサイトから入手できます。

申出書提出・問い合わせ先  人権市民相談課 人権男女共同参画担当
☎️（584）1201　F（584）1181

利用できます
春日市男女共同参画苦情処理制度

　市教育委員会は、図書館法に基づく協議会を設
置し、図書館サービスや読書活動の推進などに関
する審議を依頼しています。広く市民の意見を反映
していくため、この協議会の市民委員を募集します。
対象　平成30年７月１日現在、満年齢が20歳以上

の市民（現在、市の付属機関などの委員になって
いる人を除く）

任期　７月１日〜2020年6月30日（２年間）
開催回数　年３回
報酬　会議出席１回当たり6,500円（別途、費用弁

償として1,000円支給）
募集人員　２人
選考方法　書類審査
※選考結果は応募者全員に通知します。
応募方法　５月７日㈪（消印有効）までに、応募要領

に備え付けの申込書と小論文1,200字以内（テー
マ「これからの公共図書館に求めるもの」）を提出
する（郵送可）

※応募要領は市民図書館、地域教育課社会教育・
読書推進担当窓口、市民図書館ウェブサイト、
市ウェブサイトから入手できます。

応募・問い合わせ先  地域教育課社会教育・読書推進担当
（〒816-0831 大谷６-24ふれあい文化センター旧館１階）

☎️（575）4121　F（593）7380

市民委員を募集します
市図書館協議会

　5月3日㈭・㈷〜5日㈯・㈷は、ごみの収集を休
みます。
　燃えないごみの収集日がこの期間に該当する地
区は、振り替えて収集します。
▷「陶器・金属類」
　3日㈭・㈷→1日㈫に振替
　4日㈮・㈷→2日㈬に振替
※｢燃えるごみ｣の振替収集は行いませんので注意

してください。

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

ゴールデンウィーク
ごみ収集を休みます

　空家等対策の推進に関する特別措置法に基づ
き、「春日市空家等対策計画」を策定しました。
　本計画書は、市民図書館、情報公開コーナー（市
役所2階）、安全安心課窓口（市役所3階）、市ウェ
ブサイトで公開しています。
　適切な管理がされず、放置状態の空き家の中に
は防災・防犯・安全・環境・景観の阻害など、地
域住民の生活環境に悪影響を及ぼしているものも
あります。
　今後、これらの空き家などについては、本計画
の方針に基づき対応していきます。
　なお、本計画策定にあたり、実施した市民意見
公募（パブリックコメント）の結果は、市ウェブサ
イトで公表しています。

問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

公表します
春日市空家等対策計画
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絵本を通した親子のコミュニケーション

子育て講演会
市を拠点にした女子バレーボールクラブチーム

福岡春日シーキャッツ誕生

市社会福祉協議会にチャリティー寄付金贈呈

陸上自衛隊福岡駐屯地曹
そ う ゆ う か い

友会
スウェーデン・日本外交樹立150周年

交流茶会を開催

　3月9日、須玖児童センターで子育て講演会が
開催されました。講師の前

まえぞの
園敦

あ つ こ
子さんは、23人

の母親を前に、書店経営の経験談だけでなく、自
身の子育ての話も織り交ぜながら講演しました。
　テレビやスマホアプリを見せる子育ては、子ど
もとの会話が背中越しになりがち。絵本で子ども
と直接会話すると、子どもも心地よく、親の育児
の悩みも解消する、とアドバイスを送りました。

　3月18日、総合スポーツセンターで、市を拠点
に活動する女子バレーボールクラブチーム「福岡
春日シーキャッツ」の誕生が発表されました。4
月からチームとして活動する計画で、将来的には
Ｖリーグに参画し、プロ化を目指します。
　これに先立ち、17人が入団テスト（トライアウ
ト）を受けました。緊張しながらも、大好きなバ
レーボールができることを楽しんでいました。

　3月16日、陸上自衛隊福岡駐屯地曹友会が、市
の福祉のために役立ててほしいと、同会で募った
寄付金を、市社会福祉協議会に贈呈しました。
　平成13年から続くこの取り組みは今年で17回
目。井

い の う え

上市長立会いのもと、曹友会の宮
み や ぐ ち だ い さ く

口大作会
長から寄付を受けた同協議会の友

と も ひ ろ

廣英
ひ で

司
し

会長は、
「地域福祉のために大切に使わせていただきます」
と謝辞を述べました。

　文化・学術交流を目的とし、スウェーデンオ
ステルヨートランド県から知事をはじめ9人が来
日しました。3月18日、歓迎行事として「お茶の
星
せいよう

陽園
えん
（春日3丁目）」で茶会を開催し、英語で解

説しながら抹茶を振る舞いました。
　会場ではスウェーデンの四季を描いた着物を展
示したり、琴を生演奏したりし、一行は日本文化
によるおもてなしを堪能しました。

▲講演に参加した親子▲記者会見を行った関係者の皆さん

▲宮口会長（左）から寄付を受ける友廣会長▲茶道を体験する一行
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子どもから高齢者までの居場所となる多世代交流の場

広がるこども食堂の輪
長年に渡る交通安全活動の功績が評価

「緑十字銀章」受章
　「こども食堂」とは、フードバンクや市民から食
材提供を受けて、公民館などで食事を提供する活
動です。現在、市内5カ所で実施されています。
　共働き家庭などが増え、子どもだけで食事をす
ることも珍しくなくなってきました。こども食堂
は、そんな子どもたちも含めて多くの人が交流す
る場にもなっています。皆さんの善意が地域に笑
顔を増やしています。

　市交通安全指導員で、春日地区交通安全協会副
会長でもある薙

な ぎ の
野隆

たかゆき
之さんが、警察庁長官、全日

本交通安全協会会長から交通栄誉章である「緑十
字銀章」を受章しました。
　薙野さんは３月23日、市長に受章の報告に訪
れ、「子どもたちに対して行っている交通安全教
育が、将来大人になったときに生かされればうれ
しい」と語りました。

▲弥生公民館で調理に励むボランティアの皆さん ▲薙野さん（左）と市長

　３月18日、総合スポーツセンターメインアリー
ナで、市内や市近郊の小・中学生対象のバドミント
ン大会が開催されました。
　小学生、中学生がそれぞれシングルス、ダブル
スに分かれ日ごろの練習の成果を発揮しました。
　参加した選手たちは、学校や各クラブ関係者の
声援の中、真剣にシャトルを追いかけ、汗を流しま
した。
　　　　　　　　　（広報レポーター　長

な が た
田豊

と よ き
喜）

　３月11日、ふれあい文化センタースプリングホー
ルで、市を拠点としているアマチュア吹奏楽団「ノ
アール・アンサンブル・ウィンズ」の第17回定期演
奏会が開催されました。
　演奏会は、楽器演奏だけでなく、ダンス、楽器
を用いたパフォーマンスも行われました。会場から
は、手拍子や司会者の話に笑いが起こり、終始和
やかな雰囲気に包まれていました。

（広報レポーター　長
ながぬま

沼　遥
はるか

）

小学生・中学生

第17回菜の花バドミントン大会
ノアール・アンサンブル・ウィンズ

定期演奏会

広報
レポーター
だより

広報
レポーター
だより

▲試合を行う参加者▲演奏に合わせてパフォーマンスを行うメンバー
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家
族
で
楽
し
め
ま
す

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

日
時　
５
月
５
日
㈯
・
㈷

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
－
１
－
７
）

内
容　
家
族
連
れ
プ
ー
ル
無
料
開
放
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
工
作
教
室
、
読

み
聞
か
せ
他

※
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
は
、
５
月
３

日
㈭
・
㈷
～
５
日
㈯
・
㈷
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ
総
合
案　

内
　

☎（
５
８
４
）１
２
１
２

F（
５
８
４
）１
２
１
４

精
華
女
子
短
期
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

　
精
華
女
子
短
期
大
学
や
、
音
楽
を

愛
好
す
る
地
域
の
人
た
ち
で
結
成
し

た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
５
月
13
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
３
時（
開
場
：
午
後

１
時
）

場
所　
同
短
期
大
学
記
念
館
２
階
カ

フ
ェ
テ
リ
ア（
福
岡
市
博
多
区
南

八
幡
町
２
－
12
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

演
目　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の
休
日

（
Ｌ
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
）、組
曲「
道

化
師
」よ
り
ギ
ャ
ロ
ッ
プ（
カ
バ
レ

フ
ス
キ
ー
）、
八
木
節（
群
馬
県
民

謡
）な
ど

※
そ
の
他
に
も
、
指
揮
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
短
期
大
学
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

☎（
５
９
１
）６
３
３
１

F（
５
９
２
）３
５
９
１

info@
seika.ac.jp

難
し
い
と
諦
め
て
い
ま
せ
ん
か

操
作
を
学
び
ま
す

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

　
ダ
イ
ヤ
ル
操
作
の「
絞
り
優
先
」と

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
優
先
」を
学
び
、
き
れ

い
な
写
真
を
撮
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

日
程　
毎
月
第
１
火
曜
日　

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

参
加
費　
１
カ
月
１
５
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

Info@
budounoniw

a.com

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
上
級
救
命
講
習

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他

の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。
ま

た
、
上
級
講
習
は
筆
記
、
実
技
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中

学
生
以
上
の
人

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
ｅ
－
ラ
ー
ニ

ン
グ
対
応
）

　
日
時　
５
月
６
日
㈰

　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
45
分

（
実
技
救
命
講
習
）

　
定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

　
※
ｅ
－
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
同
消

防
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
応
急

手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
約
60
分
を
個

人
で
受
講
し
、
お
お
む
ね
１
カ

月
以
内
に
実
技
を
中
心
と
し
た

実
技
講
習
を
受
講
す
れ
ば
救
命

講
習
を
修
了
し
た
も
の
と
認
定

し
、
修
了
書
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

○
上
級
救
命
講
習

　
日
時　
５
月
20
日
㈰

　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
45

分

　
定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本

部
警
防
課
救
急
情
報
係
　

☎（
５
８
４
）１
１
９
０

F（
５
８
４
）１
２
４
０

暴
力
被
害
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す

暴
力
団
な
ど
に
よ
る

暴
力
被
害
者
の
早
期
救
済

　
警
察
、
弁
護
士
会
、
県
暴
追
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
暴
力
追
放
相
談
窓
口

な
ど
が
連
携
し
て
、
面
接
、
電
話
に

よ
る
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
４
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
－

８
－
１
福
岡
市
役
所
２
階
）

相
談
電
話
番
号

☎（
７
１
１
）４
０
７
６

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）県
暴
力
追

放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎（
６
５
１
）８
９
３
８

F（
６
５
１
）８
９
８
８

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と
健
康
ウ
ォ
ー
ク

チ
ュ
リ
ッ
プ
ツ
リ
ー
を
愛
で
る

須
玖
岡
本
遺
跡
コ
ー
ス（
無
料
）

　
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前

の
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
正
し
い
歩
き
方

ま
で
指
導
し
ま
す
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
km
と
４・
５

km
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　

　
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。　

日
程　
５
月
９
日
㈬（
雨
天
中
止
）　

時
間　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
帽
子

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

イ
ベ
ン
ト  Event

健
康  Health

講
演
・
講
座  Lecture

相
談  C

onsultation
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子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！

　
生
活
環
境
が
変
化
す
る
新
学
期

は
、
子
ど
も
た
ち
が
非
行
に
走
り

や
す
い
時
期
で
す
。

　
ま
た
、会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）な
ど
の
利
用
に
よ
り
、
子

ど
も
が
性
被
害
な
ど
に
遭
う
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
を
非
行
や
性
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
の
行
動

に
関
心
を
持
ち
、
次
の
ル
ー
ル
を

決
め
る
な
ど
し
て
、
被
害
を
未
然

に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
深
夜
の
外
出
や
外
泊
を
し
な
い

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
は
有

害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
」
を
設
定
す
る

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

み
ん
な
と
楽
し
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
向
け

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
、
初
心
者
教
室
が
初

め
て
の
人

日
程　

▽
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
：
５
月
８
日
〜
６

月
12
日
の
毎
週
火
曜
日

▽
Ｃ
コ
ー
ス
：
５
月
10
日
〜
６
月
14

日
の
毎
週
木
曜
日

▽
Ｄ
・
Ｅ
コ
ー
ス
：
５
月
11
日
〜
６

月
15
日
の
毎
週
金
曜
日

▽
Ｆ
コ
ー
ス
：
５
月
12
日
〜
６
月
16

日
の
毎
週
土
曜
日

時
間　

▽
Ｃ
・
Ｆ
コ
ー
ス
：
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

▽
Ａ
・
Ｄ
コ
ー
ス
：
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▽
Ｂ
・
Ｅ
コ
ー
ス
：
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
３
－
５
－
15
）

定
員　
各
コ
ー
ス
18
人（
申
込
先
着

順
）

参
加
費　

各
コ
ー
ス
２
０
０
０
円

（
貸
靴
料
・
プ
レ
イ
費
・
教
材
費
・

茶
話
代
含
む
）

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
ボ
ウ
リ

ン
グ
連
盟
事
務
局
ボ
ウ
リ
ン
グ
教

室
担
当　
秀ひ

で
じ
ま嶋

☎
０
９
０（
９
７
９
４
）７
１
１
３

F（
５
８
５
）５
５
９
８

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
ま
せ
ん
か

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

初
心
者
教
室
生
募
集

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
女
性（
学

生
を
除
く
）

日
程　
５
月
９
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈮

の
水
・
金
曜
日（
全
８
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ

募
集
人
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　
２
０
０
０
円

※
別
途
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

８
０
０
円
が
必
要
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
ラ
ケ

ッ
ト

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈫
ま
で
に
、

電
話
、
は
が
き
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
ラ
ケ
ッ

ト
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会　
岸き

し

田だ

久く

み

こ
美
子（
〒

816
－
０
８
７
２
桜
ヶ
丘
２
－
19
－

１
－
６
１
４
）

☎
０
９
０（
２
０
９
７
）５
１
３
２

　

kasuga.bado.2018@
gm

ail.
com

ス
ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ゼ
ビ
オ
カ
ッ
プ

第
12
回
春
日
シ
ン
グ
ル
ス

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。

日
程　
５
月
27
日
㈰（
雨
天
時
予
備

日
：
６
月
３
日
㈰
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

他　
種
目　

▽
男
子
：
一
般
Ａ
級
、
一
般
Ｂ
級
、

シ
ニ
ア
60
歳
以
上
、
シ
ニ
ア
70
歳

以
上

▽
女
子
：
一
般
Ｂ
級
、
一
般
Ｃ
級
、

シ
ニ
ア
女
子
60
歳
以
上

定
員　
各
ク
ラ
ス
18
人（
総
参
加
数

54
人
以
内
）

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表
し
、
参

加
者
数
に
よ
り
種
目
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

参
加
費　

▽
一
般
：
１
人
２
０
０
０
円

▽
協
会
員
：
１
人
１
５
０
０
円

※
当
日
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
４
月
17
日
㈫
〜
５
月
17

日
㈭（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

種
目
、
所
属
ク
ラ
ブ
名（
協
会
員
）、

優
勝
年
度（
優
勝
経
験
者
）を
記
入

し
申
し
込
む

※
雨
天
時
は
大
会
を
延
期
す
る
の
で
、

延
期
時
の
出
欠
を
申
込
用
紙
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る
場
合
は
、
必

ず
電
話
で
受
付
確
認
を
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
市
テ
ニ
ス
協
会

　
福ふ

く
し
ま島

　
☎（
５
８
６
）０
６
４
８（
F
兼
用
）

▽
往
復
は
が
き
：
同
協
会
伊い

藤と
う

良よ
し
ひ
さ久

（
〒
816
－
０
８
３
３
紅
葉
ヶ
丘
東

７
－
１
６
０
）

　
　

info@
kasuga-tennis.itigo.

　
　

jp

ス
ポ
ー
ツ  Sports
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F（
９
８
４
）０
８
７
８　

　　
　

fk.kasuga.nihongo@
gm

ail.

　
　

com

○
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
　
日
本
語
が
母
語
で
な
い
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
や
宿
題
、
音
読
、

読
み
書
き
な
ど
を
教
え
る
、
日
本

語
教
育
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
対
象　
子
ど
も
が
好
き
な
人

　
日
程　
毎
週
土
曜
日

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
古
川

　
☎
０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３

　
F（
９
８
４
）０
８
７
８

　
　

fk.kasuga.nihongo@
gm

ail.

　
　

com

○
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
す
く
す
く

ひ
ろ
ば（
参
加
無
料
）

　
　
外
国
人
親
子
と
日
本
人
親
子
が

交
流
し
な
が
ら
情
報
交
換
や
子
育

て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
対
象　
未
就
園
児
親
子

　
日
程　
毎
週
木
曜
日

　
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階

こ
ど
も
の
部
屋

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
江え

が
し
ら頭

　
☎
０
８
０（
３
２
２
３
）２
１
０
０

　
F（
５
７
４
）２
５
６
７

　
　

fk.kasuga.nihongo@
gm

ail.

　
　

com

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会　

（
〒
141
－
０
０
３
１
東
京
都
品
川

区
西
五
反
田
７
－
15
－
４
第
三
花

田
ビ
ル
４
階
）

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

F
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
４

日
本
に
関
す
る
情
報
交
換
や
相
談
も

日
本
語
教
室

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

○
か
す
が
・
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
参
加

者
募
集

　
　
生
活
の
た
め
の
日
本
語
を
教
え

ま
す
。
全
く
初
め
て
の
人
も
読
み

書
き
、
漢
字
な
ど
の
勉
強
も
で
き

ま
す
。

　
　

託
児（
１
回
１
人
２
０
０
円
、

要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

　
対
象　
市
や
近
郊
に
住
ん
で
い
る

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人

　
日
程　
毎
週
木
曜
日

　
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分　
　

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

工
芸
室（
原
町
３
－
１
－
７
）　　
　

　
参
加
費　
月
５
０
０
円（
別
途
資

料
代
な
ど
月
１
０
０
円
）

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
古ふ

る
か
わ川

　
☎
０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３

未
来
の
友
達
が
待
っ
て
る
よ

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生
対
象

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
程　
７
月
26
日
㈭
〜
８
月
16
日
㈭　

研
修
先　
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
・
フ
ィ

リ
ピ
ン

参
加
費　
24
万
８
０
０
０
円
〜
5９
万

円
申
込
期
限　
５
月
22
日
㈫
ま
た
は
６

月
８
日
㈮

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
、
日
程
、
研

修
先
、
参
加
費
、
申
込
期
限
は
異

な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
資
料
を
請
求
し
参
加
申

込
書
を
郵
送
す
る

○
事
前
説
明
会（
参
加
無
料
、
予
約

不
要
）

　
日
時　
５
月
12
日
㈯

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
場
所　
エ
イ
ム
ア
テ
イ
ン
博
多
駅

前
会
議
室
５
Ｄ（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前
３
－
25
－
24
八
百

治
ビ
ル
５
階
）

　
☎（
４
７
７
）８
０
５
０

申
込
・
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先　

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

家
族
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
水
泳
教
室

〜
泳
げ
る
よ
う
に
な
ろ
う
〜

　
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
チ
が
、
ク
ラ
ス
を

分
け
て
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
・
中
学

生
と
保
護
者（
祖
父
母
可
）

日
程　
５
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル

受
講
料（
２
日
間
）　
大
人
８
６
０
円

（
65
歳
以
上
は
４
２
０
円
）、
中
学

生
６
６
０
円
、
小
学
生
４
２
０
円

※
プ
ー
ル
使
用
料
を
含
み
ま
す
。

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
12
日
㈯
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://kasugasuiei.

jim
do.com

/

）で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
水
泳
連

盟　
籾も

み

井い

☎（
５
７
４
）０
２
３
５（
F
兼
用
）

第
47
回

春
日
市
水
泳
大
会

参
加
者
募
集

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▽
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
小
学
生
以
上

▽
市
水
泳
連
盟
に
加
入
し
て
い
る
人

日
時　
６
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
付
：

　
午
前
８
時
50
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル

申
込
方
法　
５
月
12
日
㈯
ま
で
に
、

申
込
書
を
体
育
協
会
事
務
室
に
提

出
す
る（
月
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

※
開
催
要
項
、
参
加
申
込
書
は
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、

温
水
プ
ー
ル
、
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
市
体
育
協
会
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト（http://kasuga-taikyo.

com
/)

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

※
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会（
８
月

19
日
㈰
）の
出
場
選
手
選
考
を
兼

ね
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
体
育
協

会（
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２

階
）

募
集  Recruitm

ent
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布
絵
本
イ
ル
カ
く
ら
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
せ
ん
か

布
絵
本
、
布
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

　
フ
ェ
ル
ト
や
布
地
を
使
っ
て
作
成

し
ま
す
。
作
品
は
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
に
イ
ル
カ
く
ら
ぶ
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人
が

対
象
で
す
。

※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
程　
６
月
４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18

日
㈪
、
25
日
㈪（
全
４
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

和
室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

材
料
費　
２
０
０
０
円

申
込
方
法　
５
月
18
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

沖
縄
の
青
い
海
と
空
の
下

団
体
生
活
を
楽
し
く
学
ぶ

春
日
市
少
年
の
船
団
員
募
集

　
４
泊
５
日
の
沖
縄
研
修
を
行
い
ま

す
。

対
象　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
程　
８
月
７
日
㈫
〜
11
日
㈯
・
㈷

（
４
泊
５
日
）

内
容　
海
洋
研
修
、
平
和
学
習
、
文

化
体
験
学
習
な
ど

参
加
費　
５
万
６
０
０
０
円

※
こ
の
他
、
団
服
、
団
帽
、
報
告
書

費
用（
５
０
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

ま
た
、
一
人
親
家
庭
、
心
身
障
が

い
児
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
、

参
加
費
の
一
部
を
助
成
す
る
市
の

制
度
が
あ
り
ま
す（
所
得
制
限
あ

り
）。

定
員　
小
学
生
45
人
、
中
学
生
５
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　
５
月
31
日
㈭（
必
着
）ま

で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
郵
送
す
る
か
直
接
事
務

局
に
持
参
す
る

※
申
込
書
は
、
学
校
、
事
務
局
に
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
少
年
の

船
実
行
委
員
会　
五ご

島と
う（
〒
816
－

０
８
３
１
大
谷
６
－
24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
０（
７
４
６
４
）６
３
２
４

F（
５
７
５
）０
７
６
８

省
エ
ネ
と
緑
化
推
進

無
料
配
布
し
ま
す

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の
種
な
ど

　
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
を
よ
り
推
進

す
る
た
め
に
、
市
民
や
事
業
者
を
対

象
に
、
昨
年
採
取
し
た
種
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

　
市
内
を
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し
、
楽

し
み
な
が
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

配
布
物　
ゴ
ー
ヤ
の
種
な
ど

配
布
期
間　
４
月
16
日
㈪
〜
23
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
１
人
１
袋
ま
で
で
、
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

配
付
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

使
っ
た
初
心
者
対
象

菜
園
講
座

　
苗
を
植
え
る
前
の
畑
の
手
入
れ
方

法
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
堆
肥
の

作
り
方
と
使
い
方
を
学
び
ま
す
。
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
堆
肥
で
育
て

た
野
菜
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
４
月
25
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
ス
プ
リ
ン
グ
食
堂「
環わ

」（
下

白
水
南
６
－
１
９
０
）

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順)

参
加
費　
５
０
０
円（
試
食
会
材
料

費
）　

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印

鑑（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法　
４
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@city.kasuga.fukuoka.

jp親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ

月（
平
成
29
年
11
月
〜
平
成
30
年
２

月
生
ま
れ
）の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー

や
友
だ
ち
づ
く
り
を
応
援
す
る
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
５
月
８
日
㈫
、
11
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、
保

育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
４
月
18
日
㈬
〜
28
日
㈯

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

　

sugu-j@
city.kasuga.fukuoka.

jp

子
育
て  Parenting

環
境  Environm

ent
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

春の省エネ
　寒さも和らぐ春に実践しやす
い省エネ行動について紹介しま
す。

○温水洗浄便座
　寒い時期は必要な便座暖房
も、一年中つけたままにして
いると電力が無駄になります。
設定温度を下げたり、暖かい
時期は電源を切ったりすると、
年間で 15.5kg の二酸化炭素

（CO2）を削減できます。

○照明
　冬の間は暗い時間が長いの
で、廊下などの照明をつけっ放
しにしがちです。日中明るくな
ってきたら、小まめに消灯する
ようにしましょう。電球系蛍光
ランプの点灯時間を１時間短
くした場合、年間で 2.6kg の
CO2 を削減できます。
　また、蛍光灯を使用してい
る場合は気付かないうちに明
るさが落ちていることがあり
ます。小まめなチェックや掃除
をして、両端が黒ずんできたら
交換しましょう。

○緑のカーテン
　夏場に日光を遮り、部屋の
気温を下げる効果のある緑の
カーテンですが、春から土な
どの準備をして、５月中旬頃か
ら育てると、一番気温が高い
時期に立派な緑のカーテンが
出来上がります。今年の夏を
快適に乗り切るためにも、早
目に取り掛かってみましょう。

（参考：一般社団法人
　　　 省エネルギーセンター）

子
育
て
の
お
手
伝
い

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち
も
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）

は
、「
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い

人（
ま
か
せ
て
会
員
）」が「
子
育
て
の

手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人（
お
ね
が

い
会
員
）」を
支
援
す
る
会
員
同
士
の

相
互
援
助
活
動
組
織
で
す
。

　
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
に
な

る
た
め
の
講
習
会（
受
講
無
料
、
一

部
免
除
制
度
あ
り
）を
開
催
し
ま
す
。

　
全
日
程
の
出
席
が
で
き
な
い
場
合

は
、
次
回
の
講
習
会
で
未
受
講
分
を

受
け
る
こ
と
で
、
会
員
登
録
が
で
き

ま
す
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
や
市
民
も

受
講（
１
日
の
み
受
講
も
可
）で
き
ま

す
。　

　
託
児（
無
料
、
生
後
３
カ
月
以
上
、

定
員
10
人
）も
あ
り
ま
す
。

　
講
師　
森も

り

田た

理り

か香
さ
ん（
筑
紫
女

学
園
大
学
人
間
科
学
部
准
教

授
）

▽
31
日
㈭

　
地
域
の
子
育
て
と
子
ど
も
の
遊
び　

　
講
師　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
士

※
全
講
習
を
受
け
た
人
は
会
員
登
録

を
行
い
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午（
５
月
18

日
㈮
の
み
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　
４
月
16
日
㈪
〜
５
月
２

日
㈬
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

を
伝
え
る

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
証

明
写
真（
縦
３
cm×
横
２・
５
cm、

ま
か
せ
て
会
員
は
２
枚
、
ど
っ
ち

も
会
員
は
３
枚
）

※
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
ふ
れ
あ
い
文
化

日
程
・
内
容

▽
５
月
９
日
㈬

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
仕
組
み
と
活
動
、
子
ど
も

の
遊
び

　
講
師　
同
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ　

ー

▽
17
日
㈭

　
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師

の
立
場
か
ら
）

　
講
師
　
横よ

こ
や
ま山
隆た

か
と人
さ
ん（
横
山
小

児
科
医
師
）

▽
18
日
㈮

　
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て

（
救
命
講
習
）

　
講
師　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川

消
防
署
警
防
課
救
急
隊
員

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て　

く
だ
さ
い
。

▽
30
日
㈬

　
気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
た
め
に

セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
チ
ラ
シ
を
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
か
す
が
事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

　

fam
isapo@

city.kasuga.
fukuoka.jp

作
り
方
や
進
め
方
を
学
べ
ま
す

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
離
乳
食
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
講

義
、
調
理
実
習
、
試
食
を
行
い
ま
す
。

託
児（
原
則
、
生
後
５
〜
８
カ
月
児
、

３
０
０
円
、先
着
15
人
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護

者
日
時　
５
月
30
日
㈬ 

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

　
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）　

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
４
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前･

性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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健
康
掲
示
板

　
た
ば
こ
は
が
ん
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
を
は
じ
め
、
多
く
の
病
気
と

関
係
し
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン

や
タ
ー
ル
な
ど
の
化
学
物
質
と
発

が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
吸
っ
て

い
る
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
に

も
深
刻
な
健
康
被
害
を
与
え
ま

す
。　
　

　
自
分
と
大
切
な
人
の
た
め
に
、

今
か
ら
禁
煙
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
禁
煙
外
来
の
活
用

　
　

禁
煙
は
つ
ら
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
禁

煙
外
来
で
処
方
さ
れ
る
禁
煙
補

助
薬
を
使
う
こ
と
で
、
楽
に
、

確
実
に
禁
煙
で
き
ま
す
。

○
禁
煙
継
続
の
た
め
の
工
夫

　
　
水
や
お
茶
を
飲
む
、
歯
を
磨

く
、
ガ
ム
を
か
む
、
深
呼
吸
す

る
、
軽
い
運
動
を
す
る
、
喫
煙

場
所
に
近
付
か
な
い
な
ど
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４　

F（
５
０
１
）０
０
５
１

※
本
号
か
ら
新
連
載
を
始
め
ま
す

（
偶
数
月
15
日
号
）。

市
社
会
福
祉
協
議
会

子
育
て
地
域
推
進
事
業

春
っ
子
ひ
ろ
ば（
無
料
）

　
子
育
て
中
の
人
を
対
象
と
し
た
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
ち
ょ
っ
と
し

た
思
考
の
整
理
で
解
消
で
き
る
ヒ
ン

ト
を
話
し
ま
す
。

　
託
児（
生
後
６
カ
月
以
上
の
未
就

学
児
、
先
着
15
人
、
４
月
27
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日
㈬　

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３
－
１
０
１
）

内
容　
子
育
て
ス
ト
レ
ス
さ
よ
う
な

ら「
子
育
て
の
コ
コ
に
気
づ
け
ば

ハ
ッ
ピ
ー
に
！
」

講
師　
は
な
さ
き　
は
な
さ
ん（
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
２
級
建
築
士
、

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
な

ど
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

む
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会

地
域
福
祉
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

　

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

安
全
に
身
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

障
が
い
者
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
18
歳
以
上
の
身
体
障
が

い
者
・
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障

が
い
者（
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、
高
校
生
も
可
）

日
程　
５
月
10
日
㈭
〜
平
成
31
年
３

月
14
日
㈭
の
毎
月
第
２・
４
木
曜

日
計
19
回（
た
だ
し
、
３
月
は
第

２
木
曜
日
の
み
、
８
月
と
10
月
は

第
４
木
曜
日
の
み
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
４
月
26

日
㈭
に
面
談
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時（
受

付
：
午
後
６
時
15
分
〜
）

場
所　
市
温
水
プ
ー
ル

参
加
費　
無
料（
別
途
、
毎
回
プ
ー

ル
利
用
料
金
２
１
０
円
が
必
要
）

定
員　
30
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
初
め
て
参
加

す
る
人
を
優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　
４
月
23
日
㈪
ま
で
に
、

申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を
提

出
す
る

※
申
込
書
な
ど
は
、
福
祉
支
援
課
、

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
、
市
温
水
プ
ー

ル
、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
総
合
窓

口
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
障
が
い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
９
２
）１
１
５
４

募
集
し
ま
す

市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
30
年
度
福
祉
会
員

　
会
費
は
、
地
域
福
祉
活
動
や
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
の
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た

め
、
ぜ
ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
費（
一
口
）

▽
一
般
会
員　
１
２
０
０
円

▽
賛
助
会
員　
１
万
円

▽
特
別
会
員　
３
万
円

▽
法
人
会
員　
５
０
０
０
円

※
何
口
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
方
法　
次
の
い
ず
れ
か
の
申
込

先
で
会
費
を
払
う

申
込
先

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会（
昇
町
３
－

１
０
１
）

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑

（
星
見
ヶ
丘
１
－
７
－
１
）

▽
各
地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会
事
業
総

務
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

献
血
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

40
分
で
助
か
る
命
が
あ
る

献
血
は
愛
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　
福
岡
県
で
は
、
１
日
に
６
０
０
人

分
の
献
血
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
26
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
ザ
・
モ
ー
ル
春
日
正
面
入
口

（
春
日
５
－
17
）

問
い
合
わ
せ
先
　
つ
く
し
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
５
８
２
）７
６
０
０

F（
５
８
２
）１
５
１
１

福
祉  W

elfare



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

23 市報かすが ｜ 平成30年4月15日

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日/10時〜16時/市役所/
第1水曜日9時以降の平日に電話予約/先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど/
月〜金曜日/10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること/第4火曜日/10時〜15時/市役所

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日/9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁

子育て・子どもの悩み、児童福祉
●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051

月〜金曜日/8時30分〜17時/いきいきプラザ
●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日/8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日/9時〜17時/第1・3土、日曜日/9時〜16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日/8時30分〜17時

人　権
●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）

第1火曜日（6月を除く）/10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約
不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日/8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局

暴力・DV・セクハラの相談
●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202

月〜金曜日/8時30分〜17時/じょなさん
●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335

月・水〜金曜日12時〜19時/
土曜日10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日/9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）

不安・悩みごと
●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）/9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み/水曜日/13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安/24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

光
陰
矢
の
ご
と
し

　
12
月
15
日
号
は「
奴
国
」を
特

集
し
、
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
ま
し
た
。
結
果
は
県
内
の

自
治
体
で
４
位
。
全
国
審
査
に

進
め
る
の
は
２
位
ま
で
で
す

が
、
そ
の
差
は
な
ん
と
４
点
。

も
ち
ろ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

に
な
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市
報
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
の
指
標
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
１
年
後
に
は

も
っ
と
良
い
報
告
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、
以
前
も

お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
実
は
文

化
財
専
門
職
員
の
私
。
４
月
か

ら
は
文
化
財
に
携
わ
る
職
場
に

配
属
さ
れ
ま
す
。
や
り
た
い
こ

と
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
時

間
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
一
つ
ず

つ
片
付
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
▼
市
報
の
編
集
を
担
当
し

て
１
年
。
気
付
け
ば
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
こ
の
間
、
職
場

の
仲
間
、
取
材
先
で
知
り
合
っ

た
方
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
方
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
よ

子育て通信
問い合わせ先
こども未来課児童担当（須玖児童センター内）
☎（573）2431　F（584）7739
    sugu-j@city.kasuga.fukuoka.jp

　須玖児童センターのたんぽぽルームでは、週に２〜３
回「親子でぎゅっ♪」で、触れ合い遊びや絵本の読み聞
かせ、手遊び、ハンカチ遊びなど、家でもできる簡単な
遊びを行っています。時間は20分程度なので気軽に参
加できます。
　「赤ちゃんとどう遊んだらいいのか分からない」、「発
達段階に合ったおもちゃは」など、初めての子育ては、
分からないことばかりですよね。そんなときは「親子で
ぎゅっ♪」に参加していろいろなヒントをもらいましょ
う。育児について相談することもできますので、いつで
も声を掛けてください。

日程・時間
▶毎週水・金曜日：午後１時30分〜
▶毎月第３土曜日：午後１時30分〜
▶毎月１回火曜日：午前11時〜
※各回20分程度

須玖児童センター「親子でぎゅっ♪」
参加しませんか？
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岡
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／
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／
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市
マ

ス
コ

ット
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
あ

す
か

ち
ゃ

ん

　
市
の
自
治
会
は
、広
域
的
な
取

り
組
み
に
よ
る
課
題
の
解
決
や
各

自
治
会
間
の
連
携
を
図
る
た
め
に
、

緩
や
か
な
連
合
体
と
し
て
、「
自
治

会
連
合
会
」を
組
織
し
て
い
ま
す
。

連
合
会
は
、自
立
し
た
自
治
会
の

運
営
を
目
指
し
、中
学
校
区
ご
と

の
自
治
会
運
営
を
進
め
、各
中
学

校
区
に
４
つ
の
委
員
会（
防
犯
・

防
災
、環
境
、福
祉
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
）を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
各
自
治
会
で
行
わ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
行
い
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図
れ
る

よ
う
活
動
し
て
い
る
の
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
委
員
会
で
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
は
、校
区
別

ふ
れ
あ
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
春
日
南
中
学
校
区
に
は
、大
土

居
、白
水
池
、惣
利
、塚
原
台
、天
神

山
、松
ヶ
丘
、紅
葉
ヶ
丘
の
７
つ
の

問い合わせ先　地域づくり課協働推進担当　☎（584）1111㈹　F（584）1153

自
治
会
が
あ
り
ま
す
。平
成
29
年

７
月
２
日
、４
０
０
人
以
上
の
住

民
が
、春
日
南
中
学
校
体
育
館
に

集
ま
り
、自
治
会
対
抗
の
玉
入
れ

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
大
土
居
地
区
。一
致
団

結
し
た
パ
ワ
ー
で
他
地
区
を
圧
倒

し
、歓
喜
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
校
区
別
ふ
れ
あ
い
事
業
は
、ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
参
加
で
き
る
事
業
で
す
。皆

さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

春
日
南
中
学
校
区
玉
入
れ
大
会

　
市
に
は
35
の
自
治
会
が
あ
り
、そ
の
地
域
の
住
民
な
ら
誰

で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
で〝
住
み
よ
い
ま
ち
〟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
つ
く
ろ
う
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